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木
の
棒
で
木
の

棒
を
倒
し
て
点
数

を
競
う
「
モ
ル
ッ

ク
」
と
い
う
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥

の
ス
ポ
ー
ツ
。
川
崎
医
療
生

協
で
も
体
験
会
や
大
会
を
開

き
、
モ
ル
ッ
ク
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
班
も
い
く
つ

も
で
き
ま
し
た
▼
こ
の
モ
ル

ッ
ク
は
老
若
男
女
問
わ
ず
一

緒
に
遊
べ
、
初
心
者
で
も
す

ぐ
に
ル
ー
ル
を
覚
え
て
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
参
加
し
や
す
い
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
幼
い
子
ど
も
が

参
加
す
る
と
き
は
、
投
げ
る

位
置
を
大
人
よ
り
短
く
し
て

投
げ
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
年
の
差
関
係
な
く
共
に

楽
し
め
ま
す
▼
車
い
す
の
人

と
も
一
緒
に
対
戦
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。モ
ル
ッ
ク
は
、

倒
れ
た
「
ス
キ
ッ
ト
ル
」
と

い
う
棒
を
起
こ
し
に
行
か
な

い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
こ

で
屈
伸
運
動
が
で
き
ま
す
。

点
数
は
ピ
ッ
タ
リ
50
点
に
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

点
数
を
オ
ー
バ
ー
し
な
い
よ

う
に
計
算
し
な
が
ら
行
う
の

で
、〝
頭
の
体
操
〞
に
も
な

り
ま
す
▼
公
園
で
モ
ル
ッ
ク

を
し
て
い
る
と
、「
何
し
て

ん
だ
ろ
う
」「
そ
れ
知
っ
て

る
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

は
す
か
さ
ず
「
一
緒
に
や
り

ま
せ
ん
か
？
」
と
声
を
掛
け

て
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
モ
ル
ッ
ク
を
通
し

て
、
地
域
の
つ
な
が
り
も
で

き
て
い
ま
す
。

編
集
長　

城
谷
創
一

青い空

絵
手
紙

南
河
原
支
部

あと
＋3mg

　

健
康
診
断
で
「
貧
血
」
の
判
定
が
出
な
か
っ
た
人
で
も
、
貧
血
の
症
状
に
似
た
、

体
が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い
、
眠
い
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
症
状
は
、「
鉄
欠
乏
」
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
隠
れ
貧
血
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
「
鉄
欠
乏
」
に
つ
い
て
、
協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
婦

人
科
の
佐
藤
育
男
医
師
が
解
説
し
ま
す
。

　

貧
血
と
は

　
「
貧
血
」
は
血
液
中
の
赤
血

球
に
含
ま
れ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

の
量
が
少
な
い
状
態
の
こ
と
で

す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
酸
素
を

全
身
に
運
ぶ
役
割
が
あ
る
た

め
、
貧
血
に
な
る
と
体
内
の
酸

素
不
足
に
な
り
、
動
悸
や
息
切

れ
、
め
ま
い
な
ど
の
症
状
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
「
貧
血
」
の
判
定
が
出

た
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関

へ
の
受
診
が
必
要
で
す
。
例
え

ば
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
な
ど

は
、
無
症
状
で
も
「
貧
血
」
か

ら
病
気
の
診
断
が
つ
く
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

月
経
の
あ
る
女
性
で
は
月
経
血

量
が
多
く
て
貧
血
に
な
る
人
が

大
勢
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
治
療

が
望
ま
し
い
の
で
受
診
が
必
要

で
す
。貧

血
の
判
定
が

　
　

出
な
く
て
も

　
「
貧
血
」
と
判
定
さ
れ
て
い

な
く
て
も
、
体
調
が
今
ひ
と
つ

良
く
な
い
、
身
体
が
だ
る
い
、

疲
れ
易
い
、
頭
痛
が
す
る
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
、
気
分
が
沈
み
が

ち
、
朝
起
き
ら
れ
な
い
、
不
眠

が
ち
だ
、
氷
を
頻
繁
に
食
べ
た

く
な
る
、
肌
荒
れ
が
あ
る
、
爪

が
変
形
し
て
い
る
、
あ
し
が
む

ず
む
ず
す
る
な
ど
の
症
状
が
あ

る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
「
鉄
欠

乏
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る「
隠
れ
貧
血
」で
す
。

国
民
健
康
栄
養
調
査
に
よ
る

と
、
特
に
月
経
の
あ
る
年
代
の

女
性
の
約
６
割
が
「
鉄
欠
乏
」

体
調
不
良
の
人
は
、
40
〜
50
ｎ

ｇ
／
ｍ
ｌ
以
上
の
フ
ェ
リ
チ
ン

値
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。

　

女
性
は
初
経
以
後
毎
月
一
定

量
の
血
液
を
月
経
で
失
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
何
十
ヵ
月
何
百
ヵ

月
と
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
の

で
、
月
経
血
量
が
多
く
な
い
人

で
も
知
ら
ず
知
ら
ず
に
鉄
欠
乏

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

フ
ェ
リ
チ
ン
不
足
と

体
調
の
関
係

　

フ
ェ
リ
チ
ン
が
不
足
す
る

と
、
ど
う
し
て
体
調
が
悪
く
な

る
の
か
と
い
う
と
、「
鉄
」が「
生

命
活
動
の
材
料
」だ
か
ら
で
す
。

「
鉄
」
は
筋
肉
を
動
か
す
た
め

の「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
材
料
」や
、

脳
内
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
や
ド
ー
パ

ミ
ン
な
ど
「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
の

材
料
」
や
「
皮
膚
を
作
る
材
料
」

に
も
な
り
ま
す
。
貯
蔵
鉄
が
足

り
な
い
と
そ
れ
が
を
充
分
作
り

出
せ
ま
せ
ん
。

　

治
療
法
は
？

　

充
分
量
の
鉄
を
摂
取
す
る
と

早
い
人
で
、
１
週
間
く
ら
い
で

体
調
の
回
復
を
実
感
で
き
ま
す

が
、
鉄
の
摂
取
を
継
続
し
な
け

れ
ば
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
摂
取
の
方
法
は
食
事
が
基

本
で
す
。
食
事
で
補
い
き
れ
な

い
場
合
は
鉄
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
摂
取
し
ま
す
。

　

貧
血
の
判
定
が
あ
る
場
合

は
、
医
療
機
関
で
経
口
鉄
剤
を

処
方
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能

で
す
。
鉄
鍋
で
料
理
し
た
り
、

鉄
瓶
で
入
れ
た
お
茶
を
飲
ん
だ

り
も
有
用
で
す
。

  

１
日
の

　
　

摂
取
量
は
？

　

１
日
の
鉄
摂
取
推
奨
量
は
月

経
の
あ
る
成
人
女
性
で
10
か
ら

12
．５
ｍ
ｇ
、
成
人
男
性
で
６
．

５
〜
７
．５
ｍ
ｇ
で
す
。
妊
娠

中
後
期
の
妊
婦
は
、
胎
児
の
発

育
に
欠
か
せ
な
い
た
く
さ
ん
の

鉄
を
胎
盤
を
通
し
て
胎
児
に
渡

す
た
め
に
妊
娠
初
期
に
は
＋

２
．５
ｍ
ｇ
、
中
期
〜
後
期
に

は
＋
８
．５
ｍ
ｇ
必
要
で
す
。

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
し
っ
か
り

摂
れ
る
妊
婦
は
少
な
い
の
で
、

出
産
経
験
の
あ
る
女
性
の
大
多

数
は
そ
の
後
長
き
に
わ
た
り
鉄

不
足
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
い

つ
ま
で
も
改
善
で
き
ず
、
育
児

疲
れ
や
イ
ラ
イ
ラ
が
増
し
た

り
、
産
後
う
つ
が
発
症
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

あ
と
３
ｍ
ｇ
と

  

タ
ン
パ
ク
質
も

　

最
近
の
国
民
健
康
栄
養
調
査

に
よ
る
と
、
月
経
の
あ
る
女
性

で
は
、
ど
の
年
代
で
も
１
日
３

ｍ
ｇ
鉄
の
摂
取
が
足
り
な
い
よ

う
で
す
。
表
を
参
考
に
し
な
が

ら
「
＋
３
ｍ
ｇ
」
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
鉄
の
摂
取
に
焦
点

を
当
て
ま
し
た
が
、
実
は
同
時

に
毎
日
充
分
量
の
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
が
さ
ら
に
重
要
で
す
。

動
物
性
と
植
物
性
の
タ
ン
パ
ク

質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
り
ま
し

ょ
う
。

　

成
人
女
性
で
１
日
50
ｇ
、
成

人
男
性
で
１
日
65
ｇ
の
タ
ン
パ

ク
量
が
理
想
的
で
す
。
こ
れ
で

あ
な
た
の
体
は
か
な
り
元
気
に

な
る
で
し
ょ
う
。

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
で

も
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
激
し
い
運

動
を
す
る
人
は
な
り
や
す
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

症
状
は
「
鉄
欠
乏
」
以
外
に
、

「
甲
状
腺
疾
患
」
や
「
う
つ
病
」

な
ど
、
他
の
原
因
で
お
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
受
診
し
て

検
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  「
鉄
欠
乏
」
の

　
　

    

診
断
は
？

　
「
鉄
欠
乏
」
は
、
フ
ェ
リ
チ

ン
（
体
内
の
鉄
を
貯
蔵
す
る
タ

ン
パ
ク
質
）
と
い
う
血
液
検
査

項
目
を
測
定
す
る
こ
と
で
わ
か

り
ま
す
が
、
一
般
の
健
康
診
断

に
は
フ
ェ
リ
チ
ン
検
査
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
に

受
診
し
て
、
フ
ェ
リ
チ
ン
検
査

を
行
っ
て
初
め
て
診
断
さ
れ
ま

す
。
た
だ
、
フ
ェ
リ
チ
ン
検
査

は
体
に
炎
症
が
あ
る
と
高
く
な

る
の
で
、
そ
の
場
合
は
Ｔ
Ｓ
Ａ

Ｔ
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
リ
ン
飽
和

度
）
と
い
う
項
目
で
鉄
欠
乏
を

確
認
し
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
チ
ン
の
正
常
値
は
25

〜
２
５
０
ｎ
ｇ
／
ｍ
ｌ
と
幅
が

広
い
の
で
す
が
、
値
が
10
未
満

の
若
い
女
性
は
結
構
大
勢
い
ま

す
。
妊
娠
を
望
ん
で
い
る
人
や 佐藤育男医師

月経のある女性の
６割は鉄欠乏！

健康診断だけでは
わからない

隠れ貧血隠れ貧血（鉄欠乏）（鉄欠乏）って知ってますか？って知ってますか？

食　品 分量
（単位：g）

鉄分量
（単位：mg） 食　品 分量

（単位：g）
鉄分量

（単位：mg）

鶏ムネ肉 100 0.4 マグロ 100
（7切れ位） 1.8

豚ロース肉 100 0.3 あさり 25
（7個） 0.6

牛ロース肉 100 1.2 ツナ缶
（味付き）

50
（1つ） 2

鶏モモ肉 100 2.1 カツオ 150
（5切れ位） 2.8

豚ヒレ肉 100 0.9 目玉焼き 50
（卵1個） 0.8

牛ヒレ肉 85 2.5 ほうれん草
（ゆで）

70
（1束） 1.4

鶏レバー 35
（串1本） 3 カシュー

ナッツ
25

（1つかみ） 1.6

豚レバー 25
（串1本） 3 納豆 50

（1パック） 1.9

ししゃも 30
（2尾） 0.5 木綿豆腐 100

（1/4丁） 1.5

食品ごとの鉄分量
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高
齢
化
と
少
子
化
は
こ
れ
ま
で

の
社
会
保
障
制
度
の
存
続
を
揺

る
が
し
、
大
き
な
制
度
改
革
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
本
に
な
る
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
・
開

発
は
、
国
と
し
て
も
昭
和
40
年

代
か
ら
始
め
て
お
り
、
す
で
に

60
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
保
有

率
が
86
・
８
％
と
な
り
（
２
０

２
０
年
、
20
〜
59
歳
で
は
９
割

以
上
、
60
〜
69
歳
で
も
８
割
が

保
有
）、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

が
急
速
に
広
ま
っ
た
こ
こ
数
年

で
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
内
容
も
大
き

く
変
貌
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
医
療
等

に
影
響
し
た
、
技
術
・
政
策
等

の
歴
史
を
で
き
る
だ
け
や
さ
し

く
解
説
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

藤沢市藤沢 854―11
☎  0466‒52‒6950

医療ＤＸとは？

川崎市 生ワクチンは１回4000円

第１回

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

間
隔
を
置
い
て
２
回
接
種
し
ま

す
。
自
己
負
担
金
は
１
回
１
万

円
で
合
計
２
万
円
で
す
。「
組

み
換
え
ワ
ク
チ
ン
」
の
場
合
、

助
成
が
な
い
と
実
費
負
担
と
し

て
１
回
に
３
万
円
近
く
か
か
る

の
で
、
助
成
に
よ
り
か
な
り
自

己
負
担
は
下
が
り
ま
す
。

　
「
生
活
保
護
世
帯
」
や
「
市

民
税
非
課
税
世
帯
」「
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促

進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国

残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
支
援
の
対
象
者
」は
、

接
種
す
る
と
き
に
対
象
者
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
類
を
提
出
す

る
と
自
己
負
担
金
は
無
料
と
な

り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
川
崎
市
は
、
高

齢
者
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
川
崎
医
療
生

協
で
は
、
毎
年
川
崎
市
へ
政
策

に
つ
い
て
い
く
つ
か
要
望
を
伝

え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か

で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を
毎
年
訴
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
が
実
っ
た
の

か
、
今
年
度
助
成
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
・
帯
状

疱
疹
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
し
て

発
症
す
る
病
気
で
、
ス
ト
レ
ス

や
免
疫
機
能
の
低
下
に
よ
り
現

れ
ま
す
。

　

最
初
は
皮
膚
が
ピ
リ
ピ
リ
す

る
よ
う
な
痛
み
で
、
そ
の
後
に

赤
み
が
出
て
き
た
り
水
頭
症
の

よ
う
な
発
疹
が
出
て
き
ま
す
。

50
〜
80
代
の
３
人
に
１
人
が
発

症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
は
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
服
用

し
ま
す
が
、
罹
患
後
に
痛
み
や

感
覚
異
常
が
数
ヵ
月
か
ら
数
年

続
く
人
も
い
て
、
治
療
に
時
間

が
か
か
る
人
も
い
ま
す
。

対
象
者
の
年
齢
は

　

決
定
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
の
対
象
者
は
、
２
０

２
５
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２

６
年
３
月
31
日
の
間
に
、
65
、

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
１
０

０
、
の
年
齢
に
な
る
人
と
、
２

０
２
５
年
度
に
限
り
１
０
１
歳

以
上
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
年
度
か
ら
５
年
間
は

経
過
措
置
期
間
で
あ
り
、
２
０

３
０
年
度
か
ら
は
対
象
者
は
65

歳
の
人
の
み
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
日
時
点
で
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、「
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
）」
に
よ
り
日
常
生
活
が
障

害
者
１
級
程
度
の
障
害
の
あ
る

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
（
接
種

時
に
、
手
帳
や
診
断
書
な
ど
の

証
明
書
類
を
医
療
機
関
に
掲
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

　

対
象
者
に
は
、
川
崎
市
か
ら

６
月
下
旬
頃
に
、
お
知
ら
せ
や

予
診
票
、
接
種
で
き
る
医
療
機

関
リ
ス
ト
が
入
っ
た
封
筒
が
届

き
ま
す
。
届
い
た
ら
予
診
票
を

持
っ
て
い
き
医
療
機
関
で
受
診

で
き
ま
す
。

接
種
費
用
は

　

ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
、

「
生
ワ
ク
チ
ン
（
ビ
ケ
ン
）」
は

１
回
接
種
で
、
自
己
負
担
金
は

４
０
０
０
円
で
す
。「
組
み
換

え
ワ
ク
チ
ン
（
シ
ン
グ
リ
ッ
ク

ス
）」
は
原
則
２
ヵ
月
以
上
の

帯状疱疹帯状疱疹ワクチンワクチン接種接種のの　　 　　 がが今年度今年度からから助成

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｄ
Ｘ
、
結
構
得

意
な
の
で
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が

し
ば
ら
く
前
に
流
れ
て
い
ま
し

た
が
、
Ｄ
Ｘ
と
は
英
語
の
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
の
略
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
情
報
学
者
ス
ト
ル
タ
ー
マ
ン

が
提
唱
し
た
考
え
方
で
す
。
彼

は
Ｄ
Ｘ
を
「
情
報
技
術
の
浸
透

が
、
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る

面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ

せ
る
こ
と
」と
定
義
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
と
は
、

保
健
・
医
療
・
介
護
の
各
段
階

（
疾
病
の
発
症
予
防
、
受
診
、

診
察
・
治
療
・
薬
剤
処
方
、
診

断
書
等
の
作
成
、
診
療
報
酬
の

請
求
、
医
療
介
護
の
連
携
に
よ

る
ケ
ア
、
地
域
医
療
連
携
、
研

究
開
発
な
ど
）
に
お
い
て
発
生

す
る
情
報
や
デ
ー
タ
を
、
全
体

最
適
さ
れ
た
基
盤
（
ク
ラ
ウ
ド

の
５
点
の
実
現
を
目
指
す
も
の

だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
関
す
る
工
程
表
」
が
作
成
さ

れ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で

の
遅
れ
を
取

り
戻
す
べ
く

着
々
と
進
行

し
て
い
ま

す
。
日
本
は

１
９
９
５
年

に
高
齢
社
会

（
65
歳
以
上

が
14
％
を
超

え
た
社
会
）

と
な
り
、
２

０
１
０
年
に

は
65
歳
以
上
が
21
％
を
超
え
る

「
超
高
齢
社
会
」
に
突
入
し
て

い
ま
す
。
一
方
少
子
化
も
深
刻

で
、
出
生
数
は
９
年
連
続
で
減

少
し
、
人
口
は
２
０
１
０
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

な
ど
）
を
通
し
て
、
保
健
・
医

療
や
介
護
関
係
者
の
業
務
や
シ

ス
テ
ム
、
デ
ー
タ
保
存
の
外
部

化
・
共
通
化
・
標
準
化
を
図
り
、

国
民
自
身
の

予
防
を
促
進

し
、
よ
り
良

質
な
医
療
や

ケ
ア
を
受
け

ら
れ
る
よ
う

に
、
社
会
や

生
活
の
形
を

変
え
る
こ
と

で
す
」
と
書

か
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
①

国
民
の
更
な

る
健
康
増
進
、
②
切
れ
目
な
く

よ
り
質
の
高
い
医
療
等
の
効
率

的
な
提
供
、
③
医
療
機
関
等
の

業
務
効
率
化
、
④
シ
ス
テ
ム
人

材
等
の
有
効
活
用
、
⑤
医
療
情

報
の
二
次
利
用
の
環
境
整
備
、

令和7年度　川崎市帯状疱疹ワクチン定期接種対象者

①令和7年度（2025年度）に次の年齢を迎える接種日時点で川崎市民の方

65歳 昭和35（1960）年４月２日～昭和36年（1961年）４月１日生

70歳 昭和30（1955）年４月２日～昭和31年（1956年）４月１日生

75歳 昭和25（1950）年４月２日～昭和26年（1951年）４月１日生

80歳 昭和20（1945）年４月２日～昭和21年（1946年）４月１日生

85歳 昭和15（1940）年４月２日～昭和16年（1941年）４月１日生

90歳 昭和10（1935）年４月２日～昭和11年（1936年）４月１日生

95歳 昭和５（1930）年４月２日～昭和６年（1931年）４月１日生

100歳以上 　大正15/昭和元（1926）年4月１日以前に生まれた方

② 接種日時点で川崎市民で60歳から65歳未満までで、ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能障害（障害1級程度）を有する人

医療ＤＸ（厚生労働省ホームページより）



（３） ２０２５年６月１日 第７０６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ）

　
「
来
生
も
一
緒
に
い
よ
う

と
犬
に
言
い
」。

　

こ
ん
な
ふ
う
な
川
柳
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夫
婦

や
恋
人
同
士
が
、
次
の
世
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
ま
た
あ

な
た
と
一
緒
に
い
た
い
、
と

い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
ペ
ッ
ト

と
し
て
飼
っ
て
い
る
犬
に
対

し
て
も
、
深
い
愛
情
を
抱
い

て
い
る
と
い
う
句
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
と
い
う
呼
び
方

は
、
飼
い
主
と
の
関
係
が
相

応
し
く
な
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
近
年
で
は
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
・
ア
ニ
マ
ル
（
伴
侶
動
物
）

と
い
う
呼
び
方
も
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
的

コ
ラ
ム

時
の
風犬

の
一
生

に
飼
う
、
か
わ
い
が
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
一
緒
に

暮
ら
す
家
族
と
し
て
尊
重
す

る
と
い
う
見
方
が
根
底
に
あ

る
よ
う
で
す
。

　

犬
や
猫
も
あ
る
意
味
人
生

の
「
伴
侶
」
な
の
で
、
冒
頭

の
句
に
も
そ
の
意
味
が
表
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

句
の
面
白
さ
は
、「
書
い
た

人
に
は
人
間
の
家
族
が
い
る

の
に
、
犬
に
だ
け
『
一
緒
に

居
よ
う
』
と
言
っ
て
い
る
の

か
な
、
人
間
よ
り
犬
に
愛
情

を
注
い
で
い
る
の
か
な
」と
、

想
像
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
間
社
会
で
は
、
血
の
つ

な
が
っ
た
家
族
で
も
、
人
間

関
係
の
問
題
（
ト
ラ
ブ
ル
）

は
も
ち
ろ
ん
あ
る
し
、
む
し

ろ
家
族
だ
か
ら
こ
そ
の
確
執

は
絶
え
間
な
く
、
事
件
に
な

っ
た
ケ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
報

道
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
へ
い
く

と
、「
飼
い
犬
に
手
を
噛
ま

れ
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
は

あ
り
ま
す
が
、
犬
や
猫
と
飼

い
主
が
、
本
気
で
争
う
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
犬
や
猫
は
互
い
に

ケ
ン
カ
は
し
ま
す
が
、
い
じ

め
た
り
戦
争
を
し
た
り
、
環

境
を
破
壊
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
間
や
人
間
社
会

そ
の
も
の
に
嫌
気
が
さ
し
て

し
ま
う
こ
と
へ
の
反
動
と
し

て
、
動
物
へ
の
愛
情
、
愛
着

が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
も
、

飼
い
主
に
よ
っ
て
は
あ
る
よ

う
で
す
。

　

近
年
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
一

緒
に
埋
葬
し
て
も
ら
え
る
霊

そ
れ
以
前
の
こ
と
は
見
て
い
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
犬
と
飼
い
主
の
関
係

で
は
、
成
犬
に
な
っ
て
か
ら
飼

っ
た
場
合
は
別
で
す
が
、
飼
い

主
（
人
間
）
は
、
犬
が
生
ま
れ

て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
ず
っ
と

見
て
い
ま
す
。
一
説
に
、
犬
は

人
間
の
７
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
年

を
と
る
と
い
い
ま
す
か
ら
、
家

族
同
様
で
あ
る
犬
が
老
い
て
い

く
の
を
人
の
一
生
と
比
較
す
れ

ば
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
早
送
り
し

て
見
る
よ
う
に
し
て
見
届
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
思
う
と
、
犬
と
生
活
を

と
も
に
し
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
よ
り
愛
お
し
く
感
じ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
来

生
も
一
緒
に
い
よ
う
と
犬
に
言

い
」
と
い
う
句
は
、
犬
を
先
に

見
送
る
こ
と
を
意
識
し
て
詠
ん

だ
句
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
波
）

園
も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

来
生
の
手
前
の
〝
墓
場
〞
で

は
一
緒
に
居
る
の
は
難
し
い

★ ★ささ身と昆布の
ピリ辛煮

川崎協同病院 調理師　深澤　廣綱

海藻を食べよう！③

からだにやさしい料理   第75回  

【材料】（２人分）
・若鳥ささ身肉……… 40ｇ ・刻み昆布  ８ｇ
・人参………………… 20ｇ ・サラダ油  小さじ１
・かつおだし（粉末）… 少々 ・砂糖…… 小さじ１/２
・酒…………………… 少々 ・醤油……… 小さじ１
・鷹の爪  １片

１人分　55㎉   　塩分1.0ｇ　タンパク質5.4ｇ

♥ 一口メモ：ピリ辛味でご飯にも
合うおかずになっています

く ら し ・ 社 会

こ
と
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
宗
教
に
よ
っ

て
認
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
。

　

人
間
の
家
族

で
も
ペ
ッ
ト
で

も
、
い
つ
か
は

別
れ
の
時
は
来

ま
す
。し
か
し
、

別
れ
ま
で
の
関

係
で
ひ
と
つ
大

き
く
違
う
な
、

と
感
じ
る
点
が

あ
り
ま
す
。

　

人
間
の
場
合

は
、
一
般
に
子

ど
も
が
親
を
見

送
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ

の
場
合
、
子
ど

も
が
見
て
き
た

の
は
親
の
後
半

生
だ
け
で
す
。

【作り方】
❶  刻み昆布を洗い、２～３分水につけ

た後ざるに上げる。

❷  人参とささ身肉は細切り、鷹の爪は

輪切りにする

❸  フライパンを熱して、サラダ油、鷹

の爪、ささ身肉、人参、刻み昆布の

順に入れて炒める。

❹  ❸に水を40㎖入れて、砂糖、醤油、

酒、かつおだしを加え味を整えたら

完成。

　

介
護
認
定
の
結
果
、「
要

支
援
２
」
に
な
り
以
前
は

２
ヵ
所
の
デ
イ
ケ
ア
に
行

っ
て
い
た
の
が
１
ヵ
所
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

デ
イ
ケ
ア
の
４
月
分
の
請

求
書
が
手
元
に
あ
り
ま

す
。
介
護
保
険
１
割
負
担

で
５
０
３
９
円
、
昼
食
が

８
回
で
６
０
０
０
円
、
お

や
つ
代
も
８
回
利
用
で
１

２
０
０
円
、
教
養
娯
楽
費

が
１
回
１
０
０
０
円
、
合

計
１
万
３
２
３
９
円
で
す
。

　

教
養
娯
楽
費
と
い
う
の
は

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

で
す
。
申
し
込
み
制
で
８
人

ぐ
ら
い
が
参
加
し
て
ま
す
。

各
自
の
前
の
新
聞
の
上
に
花

材
、
オ
ア
シ
ス
、
ハ
サ
ミ
が

用
意
さ
れ
、
小
さ
な
紙
に
花

の
名
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に
先
生
が
こ
の
花
の

名
は
こ
れ
で
す
と
い
っ
て
１

本
の
花
を
示
し
ま
す
が
、
こ

れ
が
２
本
あ
り
ま
す
。

　

次
は
こ
れ
、
と
言
っ
て
紹

介
さ
れ
る
の
で
自
分
の
前
に

あ
る
花
を
確
認
し
ま
す
。
完

成
品
を
の
せ
て
く
れ
て
こ
う

い
う
感
じ
で
い
い
と
、
各
自

ハ
サ
ミ
で
長
さ
を
調
整
し
な

が
ら
オ
ア
シ
ス
に
さ
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
後
各
自
家
に

持
ち
帰
り
ま
す
。

　

見
学
に
行
っ
た

時
に
、
食
事
で
「
苦

手
な
も
の
は
？
」

と
聞
か
れ
た
の
で

「
鶏
肉
」
と
答
え
た

ら
、
昼
食
に
は
私

の
膳
に
鶏
に
か
わ

る
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
や
つ
は
コ
ー
ヒ
ー
か

紅
茶
、
一
人
ず
つ
砂
糖
や
ミ

ル
ク
が
要
る
か
ど
う
か
き
い

て
く
れ
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
は

利
用
者
の
一
人
が
豆
を
ひ
い

て
い
る
姿
を
よ
く
み
か
け
ま

す
。
お
菓
子
は
甘
い
も
の
が

多
い
で
す
ね
。
先
日
は
直
径

５
㎝
ほ
ど
の
ど
ら
や
き
で
し

た
。お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
。

　

ヘ
ル
パ
ー
に
は
週
１
回
、

淡
々
と
前
向
き
に
谷や
田た
部べ
さ
ん
の　

〝
マ
イ
ペ
ー
ス
日
記
〞（
７
）

デ
イ
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
と
費
用

午
後
３
時
半
か
ら
４
時
15
分

ま
で
、
掃
除
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
４
月
は
１
５
２
６
円

の
支
払
い
ま
し
た
。
先
日
こ

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
会
社
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

の
で
、
冷
蔵
庫
の
中
を
見
て

も
い
い
で
す
か
」
と
き
か
れ

ま
し
た
。
私
は
び
っ
く
り
し

た
け
れ
ど
「
は
い
」
と
答
え

ま
し
た
。
す
る
と
、
賞
味
期

限
切
れ
の
も
の
を
３
点
指
摘

さ
れ
ま
し
た
が
、
き

れ
い
に
し
て
い
ま
す

ね
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
大
体
、
冷
蔵

庫
の
上
段
の
左
側
か

ら
食
べ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫

が
小
さ
く
て
野
菜
は
台
所

に
出
し
て
お
く
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

私
の
Ｇ
・
Ｗ
の

過
ご
し
方

　

４
月
26
日
年
金
者
組
合

高
津
支
部
女
性
の
会
、
27

日
ピ
ー
ス
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
。
29
日
歌
声
喫
茶
と
も

し
び
。
５
月
１
日
中
原
平

和
公
園
で
メ
ー
デ
ー
。
３

日
登
戸
で
憲
法
ま
つ
り
、

４
日
近
く
の
美
容
院
で
カ

ッ
ト
、
５
日
医
療
生
協
橘

支
部
の
運
営
委
員
会
な
ど

６
日
デ
イ
ケ
ア
。
毎
日
元

気
に
楽
し
み
な
が
ら
生
活

し
て
い
ま
す
。

フラワーアレンジメント
と一緒に
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市
民
が
作
っ
た

電
気
で
お
祭
り

大
盛
況

　
　

田
島
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
つ
り

初
開
催
の
宮
前
支
部

　
　
　
　
　
　
　

モ
ル
ッ
ク
大
会

し
た
。

　

そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
は
、
化
石
燃

料
や
原
子
力
で
は
な
く
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
る
発
電
に
変

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
が
落
ち
る
夜
７
時
前
か
ら

は
、
太
陽
光
発
電
で
作
っ
た
電

気
を
使
い
、
星
空
上
映
会
が
行

わ
れ
、
家
族
で
芝
生
の
上
に
座

り
、
ゆ
っ
く
り
と
映
画
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

 

編
集
委
員

　

５
月
５
日
、
川
崎
区
田
島
町

で
「
田
島
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
天
気

も
良
く
５
０
０
人
以
上
の
人
が

集
ま
り
大
盛
況
で
し
た
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
班
」
が
フ
ラ

ン
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。
地

域
の
人
と
楽
し
く
交
流
が
持
て

て
、
川
崎
医
療
生
協
を
知
っ
て

も
ら
え
る
と
て
も
よ
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

 

浜
町
支
部　

相
良 

晴
江

　

地
域
の
お
店

や
、
川
崎
医
療
生

協
の
職
員
も
出
店

し
ま
し
た
が
、
川

崎
医
療
生
協
の
組

合
員
で
組
織
す
る

浜
町
支
部
で
は
、

握
力
・
足
指
力
・

棒
反
射
チ
ェ
ッ
ク

等
の
「
健
康
チ
ェ

ッ
ク
」
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
の
べ
80

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
握

力
チ
ェ
ッ
ク
は
人
気
で
、
子
ど

も
や
家
族
連
れ
が
競
い
あ
う
よ

う
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
台
で
は
「
プ
ア
・

　

宮
前
支
部
で
は
モ
ル
ッ
ク
の

普
及
の
た
め
、
モ
ル
ッ
ク
を
購

入
し
て
、
班
会
な
ど
で
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
川
崎
医
療
生
協

主
催
の
モ
ル
ッ
ク
体
験
会
へ
の

参
加
を
勧
め
て
き
ま
し
た
。

　

宮
前
支
部
で
は
こ
れ
ま
で
７

班
が
体
験
し
て
い
ま
す
。
一
度

体
験
し
て
み
れ
ば
、
モ
ル
ッ
ク

の
楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
た
や
っ

て
み
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

す
。

　

３
月
20
日
に
は
、
宮
前
支
部

の
事
務
所
前
の
東
名
土
橋
公
園

で
支
部
の
モ
ル
ッ
ク
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
で
参
加

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
30
代
か

ら
80
代
ま
で
の
合
計
20
人
と
乳

児
２
人
、
そ
れ
と
班
会
に
参
加

し
て
い
な
い
組
合
員
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
の
あ
と
４
人
１
グ

ル
ー
プ
で
５
チ
ー
ム
を
作
り
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合
を
行
い
ま

し
た
。決
勝
戦
は
11
回
投
げ
て
、

49
対
50
の
接
戦
と
な
り
ま
し

た
。「
初
め
て
や
っ
た
け
ど
、

簡
単
。
だ
れ
で

も
で
き
る
ね
」

「
勝
つ
た
め
に

は
練
習
が
必
要

だ
ね
」「
最
後

の
〇
点
が
難
し

い
ね
」「
楽
し

か
っ
た
、
ま
た

や
り
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
へ

「
モ
ル
ッ
ク
班

を
作
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
提
案

し
ま
し
た
が
新
班
は
で
き
ず
、

ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。「
次

は
秋
の
大
会
を
や
ろ
う
」
と
の

声
が
上
が
り
、
今
年
10
月
に
秋

の
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
向
け
て
モ
ル
ッ
ク
に
参

加
す
る
人
を
増
や
し
、
新
班
結

成
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

 

宮
前
支
部　

高
山 

富
恵

骨
折
予
防
の
学
習
会
を
開
催

駅
前
支
部
が
総
会
を
開
催

　

５
月
15
日
、
大
師
健
康
づ
く

り
委
員
会
は
大
師
診
療
所
隣
の

レ
イ
ン
ボ
ー
の
家
大
師
町
４
階

を
借
り
て
医
療
講
演
会
「
骨
折

予
防
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
川
崎
協
同
病
院
南
２

階
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
の
恒
藤
美
奈
看
護
師
と

中
山
賢
悟
看
護
師
で
す
。

　

川
崎
医
療
生
活
協
同
組
合
で

は
、
４
年
目
の
看
護
師
が
「
班

会
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
複
数
の

医
療
講
演
な
ど
専
門
性
を
活
か

し
た
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
１
つ

「
骨
折
予
防
」
で
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
的
に
も
非
常
に
興

  

４
月
12
日
、
駅
前
支
部
の
総

会
が
川
崎
区
の
八
丁
畷
駅
近
く

の
生
健
会
事
務
所
２
Ｆ
の
会
議

室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
最
初
に

稲
毛
真
子
支
部
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
診
療
所
の
移
転
等
の
話
を

し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
松
本
虎

雄
が
議
長
に
選
出
さ
れ
て
、
総

会
が
成
立
さ
れ
て
い
る
の
か
の

資
格
審
査
が
行
わ
れ
、
当
日
参

加
と
委
任
状
あ
わ
せ
て
13
人
が

参
加
、
総
会
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
題
に
移

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
支
部
活
動
の

ま
と
め
、
２
０
２
４
年
度
会
計

報
告
、
２
０
２
５
年
度
支
部
活

動
計
画
、
２
０
２
５
年
度
支
部

活
動
会
計
予
算
、
質
疑
応
答
を

終
え
、
議
案
は
満
場
一
致
で
採

決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駅

味
を
引
く
内
容
で
会
場
い
っ
ぱ

い
の
参
加
者
で
、「
摂
り
す
ぎ

て
い
け
な
い
食
べ
物
は
注
意
し

た
い
」「
身
体
・
食
事
・
運
動
、

今
以
上
に
時
間
を
見
つ
け
て
気

を
つ
け
て
や
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
」「
毎
日
の
食
事
に
気
を

つ
け
る
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

 

竹
原 

亮

前
支
部
運
営
委
員
と
総
代
会
総

代
選
出
な
ど
を
終
え
、
全
て
の

議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

  

総
会
後
に
、「
今
日
か
ら
出

来
る
認
知
症
予
防
」と
題
し
て
、

川
崎
協
同
病
院
の
布
川
祥
司
認

知
症
看
護
特
定
認
定
看
護
師
が

講
義
を
し
ま
し
た
。
高
齢
者
に

は
大
変
参
考
に
な
り
、
も
っ
と

多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
声
が
支
部
運
営
委
員

会
で
で
ま
し
た
。

 

駅
前
支
部　

松
本 

虎
雄

うまくあたるかな… 靴を脱いで足指力チェック

　

５
月
18
日
、
多
摩
区
宿
河
原

の
二
カ
領
せ
せ
ら
ぎ
館
下
河
川

敷
で
「
お
ひ
さ
ま
フ
ェ
ス
×
星

空
上
映
会
㏌
か
わ
さ
き
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）」
が
開
催
さ

れ
、
１
３
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
は
２
０
１
５
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
川
崎
市
民

が
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
「
市

民
が
つ
く
っ
た
電
気
で
お
祭

り
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
原
発
ゼ
ロ
市
民
共
同
か

わ
さ
き
発
電
所
で
つ
く
ら
れ
た

太
陽
光
発
電
の
電
気
を
使
い
運

営
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。

　

昼
12
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

お
祭
り
は
、
和
太
鼓
の
演
奏
か

ら
始
ま
り
、
バ
ン
ド
の
演
奏
、

恐
竜
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
み
ん
な
で
一
緒
に
踊
る

フ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
、
様
々
な

出
し
物
が
ス
テ
ー
ジ
を
飾
り
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
他
、
こ
の
祭
り
の
テ
ー
マ
に

賛
同
す
る
地
域
の
団
体
が
お
店

を
並
べ
、
そ
の
中
に
は
、
太
陽

光
を
使
っ
て
お
も
ち
ゃ
を
動
か

す
実
験
的
な
要
素
も
あ
る
ブ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
途
中
に
、
実
行
委
員

会
か
ら
「
再
エ
ネ
ア
ピ
ー
ル
」

が
、ク
イ
ズ
形
式
で
提
案
さ
れ
、

最
近
の
異
常
気
象
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
温
暖
化
の
問
題
を
説

明
し
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
Ｃ

Ｏ
２
を
排
出
す
れ
ば
、
２
１
０

０
年
に
は
今
よ
り
も
５
・
７
度

も
気
温
が
上
昇
す
る
と
話
し
ま
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番
な
の
で
沢
山
の
組
合
員
さ
ん

達
が
新
し
い
診
療
所
に
移
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
息
長
く
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
田
支
部　

関
谷
治
子

札
を
出
し
て
い
な
く
て
ど
こ
な

の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
春
に
完
成
予
定
の
京
町

診
療
所
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

す
が
、
今
年
の
３
月
か
ら
解
体

工
事
が
始
ま
り
、
４
月
か
ら
基

礎
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
建
物
は
３
階
建
て
で

す
が
、
杭
基
礎
を
採
用
し
て
耐

震
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
災

害
に
強
い
診
療
所
を
目
指
し
て

耐
震
基
準
は
耐
震
等
級
２
級
の

建
設
を
進
め
て
お
り
、こ
れ
は
、

学
校
や
病
院
ク
ラ
ス
の
耐
震
等

級
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
診
療
所
建
設

を
組
合
員
の
出
資
金
で
サ
ポ
ー

　

京
町
診
療
所
の
移
転
も
い
よ

い
よ
来
年
と
な
り
、
建
物
の
建

設
も
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
小
田
地
区
に
は
５
つ
の
支

部
が
あ
り
、
各
支
部
の
配
付
者

と
地
域
組
合
員
を
対
象
に
、
職

員
と
組
合
員
が
一
緒
に
な
っ
て

の
訪
問
行
動
が
、
準
備
の
で
き

た
支
部
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
の
前
の
準
備
と
し
て
、

訪
問
す
る
組
合
員
の
家
を
地
図

に
印
を
つ
け
る「
地
図
お
と
し
」

と
い
う
作
業
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
作
業
が
意
外
と
大
変

で
、
１
年
前
の
住
宅
地
図
で
は

古
く
て
現
在
の
名
前
が
載
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
印
が
間
違
っ

て
い
た
り
、
新
し
い
人
達
は
表

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ４月度　33支部 129班　828人

大師東支部
大師健康麻雀 健康麻雀 10
南大師支部
露草の会 桜と東扇島 10
茶の実 懇談 3
グルメ 桜も終わりつつじの季節 5
大師中央支部
民商 懇談会 3
ビーガン 料理 3
エンゼル① 春を感じるもの 4
レインボーの家 オカリナとともに歌う／医療生協について 10
わろてんか 寄席準備 3
おしゃべり喫茶 鯉のぼりづくり 9
大師フレンド支部
ウォーキング 今日の夏びより 9
おしゃべり 他人にお金を貸した顛末　固定資産税のこと 6
お絵かき 各自で各テーマを描く 7
さくら会 英語レッスン 5
ひまつぶし 脳トレ 3
リトルハンズ リラックスヨガ 7
リフレッシュ ラジオ体操・血圧チェック 7
リメイク 浴衣から暖簾へのリメイク 6
味菜（あじさい） 天ぷら 6
歴史班 ゼロからの資本論 6
藤崎北支部
健康麻雀 健康麻雀 7
向日葵 絵手紙 5
欅の会 プラスチックから溶け出す化学物質の影響 7
藤崎南支部
モルック レベルアップ 8
ライオンズ お花見会反省その他 9
観音支部
あるこうかい 皇居へ桜見物 7
スイトピー モルック 8
すみれ モルック 4
健康マージャン 健康麻雀 20
池上新町支部
ひまわり モルック 5
手芸 爪楊枝入れ 14

桜本支部
さくら お花見 3
黄金 帽子作り 5
大島支部
深瀬 大師公園花見 3
未摘花 ストレッチ・ダンベル体操 3
すずらん 茶話会 3
あかり 書道 6
浜町支部
エチュード オカリナ練習 7
クラフト カゴ作り 4
さくら 脳を鍛えて認知症予防 9
プアカーネーション フラダンス 7
プルメリア フラダンス 3
渡田支部
モルック班 モルック 7
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク 8
小田支部
ムーミン村のモルック 何時でもモルック 6
ちょこっとウォーク 桜がきれいです 16
ライラック お花見 3
桜 ダベリング 3
たんぽぽ よもやまばなし 3
ラジオ体操 桜きれいですネェ 20
夏つばき 総会を終えて 3
東小田支部
さつき 増資 5
小田7丁目公園 チョコットウォークとストレッチ 9
浅田支部
おりづる リボンと箱作り 6
ひまわり 折り紙・フタ付箱 6
こまくさ 多摩川洪水危険箇所の早期改善を求める会の集会と現地調査 3
ばぁばとじぃじの手習い「花意竹情」 4
けやき 体操・ウォーキング 3
京町支部
スキットル モルック 5
なかよし お花見 3
さくら 健康について 5
セカンド 体操(自彊術) 4

人 人

ロード 桜の木の下で 4
手芸 つるし雛 8
古流生花 生け花 11
川崎駅前支部
キャロット ４月ニュース仕分け 5
あじさい 春のいぶきを描こう 7
IT 茶話会 3
御幸支部
紅葉 ストレッチ・ダンベル体操 5
南河原支部
オレンジ 新聞ちぎり絵 6
マウンテンヒルズ 血圧チェック・ストレッチ 4
読書会 読書会 7
絵手紙 自由にのびのびと描く 0
モンチッチ 血圧チェック 3
古向支部
日の出 太極拳で体力作り 5
新川崎支部
元美人 お花見 9
エンドウ豆 認知症予防と付き合い方 8
ラビット ゆる体操 6
玉川支部
山王町下沼部 けんこう体操 6
青空平間会 会計報告・おしゃべり 4
きら美 体組成チェック 4
住吉支部
うぐいす フレイル予防 3
ミニーマウス ゴキブリダンゴ作り 6
モルック モルックを楽しむ 8
気功と太極拳 気功と「八式」 5
西加瀬 フレイル予防 3
川柳の会 川柳を考える 3
小杉支部
アニマル お花見 4
さくら 脳トレ 4
溝ノ口支部
いまが青春 健康麻雀、将棋 12
おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う 4
ゆいの会 ニュースセット他 4
囲碁サロン 囲碁 4
公園体操 高津公園体操 12
水彩画 アスパラガスや果実を描く 3

橘支部
アカシヤ おしゃべり会 6
さくら お話 4
シクラメン バスハイク 28
すずめ 健康麻雀 10
ダンベル 体操 6
つれづれ 健康麻雀 12
ドリーム 合唱 7
プラザ 脳トレ体操 25
フラワーレディズ お話 10
梶ヶ谷 ニュースセット、セミナーDVD 4
癒しのお手玉 「おさらい」中級を学ぶ 8
たかつ支部
おりづる 折り紙 6
クｲーン 大人の脳トレ 7
宮前支部
ひまわり 座談会 5
しんぶんちぎり絵 作品作り 4
南平 モルック 10
白幡台 セミナーDVD 5
さくらそう 折り紙 3
すみれ ラジオ体操、血圧チェック他 6
長尾住宅 セミナーDVD 7
五所塚 班会について 6
長尾堰支部
すずめ 脳トレにて麻雀で楽しむ 6
コスモス 花のスケッチを楽しむ 5
アジサイ 花見散策 4
ひまわり 転倒防止体操 8
宿河原支部
モルック モルック競技 5
パークゴルフ 体力づくり 10
すこやかダンベル 筋力維持と親睦 5
多摩支部
せんごく ロコモ体操＆群読 5
麻生北支部
コーラスミール コーラス 5
マフマフ マフの要望 6
麻生南支部
キルトのなかま マロンのつるし飾り 7
なんじゃもんじゃ 多摩森林科学園の桜を観に 8
お絵かき 各自自由に 4 

人 人

ニューサンサン運動ニューサンサン運動
京町診療所移転リニューアル京町診療所移転リニューアル

杭打ちがスタート杭打ちがスタート

ぷれ～ん　不登校を考える親の会
～一人で悩まないで～

　うちの子が学校に行かなくなりました！「なんで？」「どうして？」
「原因は？」親として悩み色んな情報を集めるけど、何が正しいの

か分からない。周りに相談できる人もい
ない…そんな悩みを持つ親や、不登校に
関心のある人と一緒に、月に１回集まっ
て話し合っています。
  日　時  　６月８日（日）・７月13日（日）
　　　　　 午後１時30分から
  場　所  　川崎市教育文化会館
　　　　　 第１会議室
●問い合わせ
　しろたに（090-6706-5454）まで

神奈川県民主医療機関連合会
第27回　ピースフェスティバル
テーマ（仮）　平和のバトンを繋ごう
 　核は戦争の抑止力にならない
  日　時  　7月26日（土）午後1時30分開始
  場　所  　鶴見区文化センターサルビアホール（4階）
　　　　　（JR鶴見駅、京急鶴見駅より徒歩3分）
  講　師  　和田 征子
 （日本原水爆被害者団体協議会事務局次長）
　　　　　 高垣 慶太
 （東京都立第五福竜丸展示館インターン）

主　　　催　第27回ピースフェスティバル実行委員会
問い合わせ　神奈川民医連（045-320-6374）
　　　　　　健康まちづくり推進部（044-266-7532）

小
田
地
区
で
の
訪
問
行
動
を
開
始

　

し
か
し
、
小

田
地
区
は
下
町

の
せ
い
か
、
口

コ
ミ
で
情
報
が

入
っ
て
来
る
の

で
、
ほ
か
の
地

区
に
比
べ
れ
ば

や
り
易
い
よ
う

で
す
。
支
部
運

営
委
員
の
間
で

は
、
い
ろ
い
ろ

言
い
な
が
ら
も

楽
し
く
作
業
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本

地図に訪問先の場所を書きこんで

ト
し
て
い
こ
う
と
、「
ニ
ュ
ー

サ
ン
サ
ン
運
動
」
と
い
う
名
称

で
、
出
資
金
の
積
立
増
資
で
３

０
０
０
万
円
や
、
建
替
え
地
近

隣
の
組
合
員
を
３
０
０
０
人
に

す
る
こ
と
を
目
指
す
運
動
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
５
月
21
日
現

在
で
積
立
増
資
の
参
加
は
２
５

７
人
で
、
２
年
間
の
積
立
後
に

は
９
７
５
万
４
０
０
０
円
の
出

資
金
が
集
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
来

ま
し
た
。
川
崎
医
療
生
協
で
は

一
人
で
も
多
く
「
ニ
ュ
ー
サ
ン

サ
ン
運
動
」
に
参
加
し
て
欲
し

い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

参
加
方
法
な

ど
の
問
い
合
わ

せ
は
、
健
康
ま

ち
づ
く
り
推
進

部
（
０
４
４

-

２
６
６

-

７
５

３
２
）
ま
で
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「
行
動
す
る
教
会
」

在
日
大
韓
基
督
教
会
川
崎
教
会

（
川
崎
区
桜
本
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第6３回
シリーズ

第6３回

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、建
物
全
体
を
建
て
替
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
間
も
な
い
在
日
大
韓
基
督
教
会
川
崎
教
会

を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

松
田 

祐
加
子

　

キ
ム
チ
や
ナ
ム
ル
の
専
門

店
が
あ
る
川
崎
区
桜
本
の
商

店
街
を
進
み
、
脇
道
に
入
る

と
、
大
き
な
十
字
架
を
掲
げ

た
白
壁
４
階
建
て
の
建
物
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
３
〜
４
階

が
在
日
大
韓
基
督
教
会
川
崎

教
会
で
す
。

　

老
朽
化
に
伴
い
２
０
２
２

年
４
月
に
全
面
建
て
替
え
し

ま
し
た
。
教
会
に
入
る
と
吹

き
抜
け
の
空
間
が
広
が
り
、

正
面
に
色
鮮
や
か
な
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。
足

を
洗
う
イ
エ
ス
の
一
場
面
を

描
い
た
も
の
で
、「
他
者
へ

の
思
い
や
り
」
を
表
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

　
「
川
崎
教
会
は
『
た
だ
祈

る
だ
け
で
は
な
く
、
困
っ
て
い

る
人
を
救
う
た
め
の
行
動
を
起

こ
す
』
の
が
理
念
で
す
。
み
ん

な
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
人
の
た

め
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
当
た
り

前
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
、
教
会
員
の
李い

契け
い
す
ん順
さ

ん
が
話
し
ま
す
。

　

川
崎
教
会
が
行
動
を
起
こ
す

の
は
昔
か
ら
で
す
。
教
会
を
１

９
５
２
年
に
設
立
し
た
後
、
１

９
７
３
年
に
社
会
福
祉
法
人

「
青
丘
社
」
を
立
ち
上
げ
、
認

可
保
育
園
を
開
園
し
ま
し
た
。

教
会
に
通
う
人
た
ち
が
「
朝
鮮

人
の
お
子
さ
ん
は
入
れ
ま
せ

ん
」
と
露
骨
な
差
別
で
入
園
拒

否
さ
れ
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た

た
め
で
す
。

　

以
来
、
青
丘
社
を
軸
に
福
祉

事
業
を
展
開
。
建
て
替
え
た
新

会
館
を
「
み
ん
な
の
家
」
と
名

付
け
、
高
齢
者
向
け
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
障
害
者
の
就
労
支
援
、

子
ど
も
食
堂
、
外
国
に
ル
ー
ツ

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
サ

ポ
ー
ト
教
室
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

青
丘
社
理
事
長
の
三
浦
知
人

さ
ん
は
、「
み
ん
な
の
家
」
を

多
文
化
共
生
・
貧
困
・
障
害
・

高
齢
者
な
ど
の
課
題
に
「
寄
り

添
い
、
伴
走
す
る
」
拠
点
に
し

た
い
と
い
い
ま
す
。
在
日
コ
リ

ア
ン
の
桜
本
地
域
以
外
へ
の
分

散
化
が
進
む
と
と
も
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
中
国
ル
ー
ツ
の
住
民

の
増
加
、
日
本
人
も
含
め
た
厳

し
い
貧
困
の
連
鎖
、
差
別
主
義

者
た
ち
に
よ
る
ヘ
イ
ト
デ
モ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複
雑

化
・
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
で

す
。

　
「
い
ま
や
、
在
日
コ
リ
ア
ン

だ
け
で
な
く
地
域
社
会
全
体
が

助
け
合
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。居
場
所
を
共
有
し
、

困
難
を
抱
え
た
人
た
ち
が
未
来

を
諦
め
ず
、
不
条
理
や
差
別
に

も
諦
め
ず
、
力
い
っ
ぱ
い
生
き

ら
れ
る
よ
う
一
緒
に
課
題
解
決

し
て
い
き
た
い
」
と
、
三
浦
さ

ん
は
穏
や
か
に
熱
い
信
念
を
語

り
ま
し
た
。

　

教
会
は
、
土
日
祝
祭
日
・
年

末
年
始
を
除
く
平
日
９
時
〜
17

時
に
見
学
可
能
。
青
丘
社
に
事

前
連
絡
の
う
え
、
１
階
ス
タ
ッ

フ
ル
ー
ム
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
礼
拝
は
毎
週
日
曜
11
時
か

ら
。
予
約
不
要
。
問
い
合
わ
せ

は
、
青
丘
社
（
０
４
４－

２

７
０－

６
１
２
７
）
ま
で
。

く ら し ・ 社 会読　者　の　広　場

読
者
の
声

い
ま
す
。

恥
ず
か
し
な
が
ら

　

多
摩
区 

テ
ト
ラ
70

　

パ
ズ
ル
の
問
題
の
中
に
、

「
あ
た
り
前
田
の
ク
ラ
ッ
カ

ー
」
と
懐
か
し
い
言
語
を
発

見
。
若
年
の
時
に
何
か
と
自

分
が
し
て
い
た
こ
と
に「
あ

た
り
前
田
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
」

と
発
し
て
い
た
の
を
思
い
出

し
、
声
を
出
し
、
ち
ゃ
ん
と

節
と
振
り
を
つ
け
て
し
て
し

ま
い
ま
し
た（
笑
）

後
手
後
手
に

　

川
崎
区 

田
村 

良
子
78

　

最
近
の
政
府
の
や
り
方

が
、後
手
後
手
に
、回
っ
て
い

て
本
当
に
、
が
っ
か
り
し
て

い
ま
す
。備
蓄
米
の
件
で
も
、

今
よ
り
２
０
０
円
位
安
く
な

る
と
、言
っ
て
お
き
な
が
ら
、

と
ん
で
も
な
く
、
更
に
値
段

が
、上
が
っ
て
５
千
円
か
ら
、

６
千
円
に
、
な
っ
て
、
備
蓄

米
は
、ど
こ
へ
行
っ
た
や
ら
。

ス
ー
パ
で
、
お
目
に
か
か
っ

た
事
が
な
い
で
す
！
ど
こ
へ

行
っ
た
の
や
ら
ぜ
ん
ぜ
ん
改

善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
民

は
、
怒
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
万
博

　

川
崎
区 

小
笠
原
あ
ゆ
み
60

　

今
年
で
還
暦
を
迎
え
、
生

き
て
い
る
間
に
国
内
最
後
に

な
る
で
あ
ろ
う
？
万
博
に
主

人（
62
歳
）
が
行
っ
て
み
た

い
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、

た
だ
い
ま
猛
勉
強
中
で
す
。

ど
の
パ
ピ
リ
オ
ン
が
良
い

か
？
予
約
が
必
要
と
の
事
。

予
約
し
て
も
当
選
し
な
い
と

入
れ
な
い
！（
人
気
パ
ピ
リ

オ
ン
）
２
ヶ
月
前
、７
日
前
、

空
き
枠
先
着
予
約
な
ど
難
し

く
て
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
す
。

驚
き
の
３
千
回

　
麻
生
南
支
部 

笠
原 

モ
モ
子

　

４
月
の
あ
る
夕
方
、
友
人

Ｎ
さ
ん
の
訪
問
が
あ
り
ま
し

た
。
登
山
の
出
立
で
、
突
然

の
こ
と
で
し
た
。「
今
日
で

金
時
山
へ
３
千
回
登
っ
た
こ

と
を
報
告
に
来
ま
し
た
。
初

め
て
金
時
山
へ
誘
っ
て
く
だ

さ
っ
た
お
礼
で
す
」
と
お
っ

し
ゃ
る
。
そ
う
、
30
年
以
上

前
の
こ
と
で
す
が
、
私
も
そ

の
日
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
が

蘇
り
ま
し
た
。
暖
か
な
春
の

日
、
登
山
道
の
傍
ら
に
た
く

さ
ん
の
野
イ
チ
ゴ
が
実
っ
て

い
る
の
を
見
つ
け
、
夢
中
で

摘
み
取
り
ま
し
た
。「
腹
い

っ
ぱ
い
食
べ
ち
ゃ
お
ー
」
と

Ｎ
さ
ん
の
大
き
な
声
と
満
面

の
笑
み
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
あ
の
日
か
ら
ず
っ
と
金

時
登
山
を
重
ね
、
３
千
回
の

偉
業
を
な
し
遂
げ
た
喜
び
は

如
何
ば
か
り
か
、
私
の
胸
も

熱
く
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
さ
ん

は
ま
だ
70
代
、
80
代
の
私
に

は
及
ば
ぬ
健
脚
で
、
こ
れ
か

ら
も『
金
時
山
登
り
』
は
続

き
そ
う
で
す
。
う
ら
や
ま
し

い
！

ご
ほ
う
こ
く
！

　

川
崎
区 

成
田 

結
飛
⑻

　

３
年
生
に
な
り
ま
し
た
！

ス
マ
ホ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

川
崎
区 

服
部
き
く
え
76

　

初
め
て
ス
マ
ホ
で
応
募
で

す
。
慣
れ
な
い
の
で
き
ち
ん

と
送
信
で
き
た
か
心
配
で
す
。

年
を
重
ね
る
ご
と
に
身
体
に

支
障
が
増
え
て
行
く
私
で

す
。
で
も
い
く
つ
に
な
っ
て

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
忘
れ
ず

日
々
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

絵本紹介⑰ 思いでのおすすめ

気に
なる ヨシタケシンスケ（文と絵）

にげてさがして

　石の上にも３年という言葉があるよう
に何事も途中で投げ出さず頑張ることが
よいと言われ育ってきた私は、最近よく
耳にする「逃げてもいい」という言葉に
違和感を感じることがありました。
　嫌なことや困ったことが起きた時、そ
こで解決するのは大切。でもそれが無理
だと思った時は逃げてもいい。逃げない
で頑張れっていう人もいるけれど、どち
らでも自分で決めていい。逃げて動いて
行くことで、世界が広がり新しい可能性
がみつかるかも知れないのだから、とい
うこの絵本を読んだ時、今まで感じてい
た違和感が晴れたような気持になりまし
た。この春、新しい環境に戸惑っている
方にもおすすめです。
 編集委員　飯野 伸代ポプラ社　1320 円（税込み）

相続・遺言、離婚・男女問題、労働問題、交通事故、
債務整理、債権回収...etc

弁護士が無料で面談、相談に応じます

［日　　時］　毎月第４水曜日　午後２時～４時30分
　　　　　　１人あたり20分　※申し込み制
［場　　所］　協同ふじさきクリニック（川崎区藤崎4－21－2）
［申し込み］　協同ふじさきクリニック（044－270－5131）

他者への思いやりを表すステ
ンドグラス



読　者　の　広　場

と
で
す

③　

田
ん
ぼ
や
沼

　
　

に
よ
く
い
る
貝

④　

折
り
た
た
み
傘
が
必
要
に

な
る
〇
〇
入
り
の
季
節

⑤　

何
人
も
の
人
が
１
枚
の
紙

に
字
や
絵
を
書
き
ま
す

⑥　

コ
ッ
ク
。
消
火
〇

　
　

〇
、
元
〇
〇

⑩　

悪
い
夢
を
食

　
　

う
と
い
う
動
物

⑫　

眼
球
の
前
面
に
あ
る
レ
ン

ズ
の
役
を
し
て
い
る
〇
〇

〇
〇
〇
体

⑭　

室
内
に
立
て
る
仕
切
り
の

家
具

⑮　

マ
ン
ト
の
よ

　
　

う
な
昔
の
雨
具

⑯　

陸
地
に
入
り
込
ん
だ
海

⑰　

色
が
出
る
も
と
と
な
る
物

　
　

質

⑱　

過
ぎ
去
っ

　
　

た
時
間

⑲　

ス
ッ
ポ
ン
と

　
　

比
較
さ
れ
ま
す

①　

そ
っ
く
り
。
兄
と
弟
は
顔

つ
き
が
〇
〇
〇
〇
〇

⑤　

落
語
な
ど

　
　

を
聞
か

　
　

せ
る
場
所

⑦　

岸
か
ら
遠

　
　

く
は
な
れ
て
い
ま
す

⑧　

出
品
作
品
が
審
査
に
合
格

⑨　

た
た
い
て
渡
る
用
心
深
い

人
も
い
ま
す

⑪　

魚
へ
ん
に
喜
と
書
い
て
？

⑬　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長

編
小
説
『
罪

　
　

と
〇
〇
』

⑯　

猛
進
す

　
　

る
動
物

⑱　
「
蝸
牛
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

⑳　

住
み
か
。
〇
〇
を
構
え
る

　
　

住
〇
〇

㉑　

太
鼓
と
笛
。
〇
〇
〇
隊

㉒　

人
の
前
で
楽
器
を
奏
で
る

こ
と

①　

魚
を
業
者
に
競
り
売
り
し

ま
す

②　
「
お
す
も
う
さ
ん
」
の
こ

『
罪

沼る
貝火

〇
物すすすすす

よ雨
具込

ん
だ
海

（７） ２０２５年６月１日 第７０６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

第348回

た
鉢
植
え
の
「
ナ
デ
シ
コ
」

の
花
が
ど
ん
ど
ん
咲
い
て
心

が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費

税
減
税
の
輪
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ナ
デ
シ
コ
の
花

の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
共
鳴
す

る
人
が
多
く
な
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

少
し
ず
つ

川
崎
区　

丸
山
と
も
子

　

冬
は
寒
く
て
後
回
し
に
し

て
い
た
片
付
け
を
少
し
ず
つ

や
っ
て
い
ま
す
。

　

全
部
や
ろ
う
と
思
う
と
多

く
て
気
が
滅
入
る
の
で
、
今

日
は
こ
こ
だ
け
、
と
一
部
分

き
ん
じ
ょ
の
本
棚

麻
生
区　木

ノ
内
せ
つ
子
81

　

最
近
、散
歩
中
道
端
に「
き

ん
じ
ょ
の
本
棚
」
と
い
う
の

を
み
つ
け
た
。
私
の
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
の
す
ぐ
隣
の
町

田
市
だ
。
町
田
市
を
中
心
に

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
よ
う
だ
。

20
〜
30
冊
の
本
が
並
ん
で
い

て
自
由
に
借
り
ら
れ
る
。
手

に
と
っ
た
文
庫
本
を
１
冊
早

速
借
り
て
き
た
。
手
続
き
も

い
ら
ず
読
み
終
っ
た
ら
戻
せ

ば
よ
と
か
。
今
ま
で
利
用
し

て
い
た
近
く
の
小
学
校
の
図

書
館
が
３
月
で
休
館
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
こ
の
「
き

ん
じ
ょ
の
本
棚
」は
嬉
し
い
。

川
崎
に
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
。

よ
く
わ
か
る

高
津
区　

佐
藤
義
二
75

　

谷
田
部
さ
ん
の
〝
マ
イ
ペ

ー
ス
日
記
〞
毎
回
楽
し
ん
で

ま
す
。
利
用
者
側
か
ら
の
介

護
の
現
況
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。ナ

デ
シ
コ
の
花

多
摩
区　

大
河
原
健
73

　

花
屋
さ
ん
か
ら
買
っ
て
き

だ
け
に
す
る
と
気
楽
で
お
す

す
め
で
す
。

感
慨
深
い

川
崎
区　

神
保
幸
子

　

４
月
か
ら
孫
が
高
校
生
に

な
り
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
し
て
踏
み
切
り
に
電
車

を
見
せ
に
行
っ
た
の
が
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
で
感
慨
深
い

で
す
。

少
し
改
善
！

川
崎
区　

岩
本
千
賀
子

　

足
指
力
を
測
定
し
た
ら
、

低
く
て
驚
き
ま
し
た
。
筋
力

低
下
、
転
倒
防
止
の
た
め
足

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

Ｂ

Ａ

C

Ｅ

F

Ｄ

メールでの送付先 kenmachi@kawasaki.coop

D FＥA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

　

川
柳
は
タ
イ
ミ
ン
グ
も
大
切
。
季

節
に
関
す
る
句
は
、
掲
載
さ
れ
る
月

を
考
慮
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

指
で
グ
ー
パ
ー
や
タ
オ
ル
ギ

ャ
ザ
ー
を
や
っ
て
ま
す
。
１

ヵ
月
や
っ
た
ら
少
し
改
善
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う

高
津
区  

福
川
と
も
子
69

　

桜
が
散
り
、
わ
が
家
の
庭

に
は
フ
リ
ー
ジ
ア
、
ア
ジ
ュ

ガ
（
日
本
名
は
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ

ト
エ
）が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

庭
の
お
手
入
れ
を
余
り
や
ら

な
い
の
に
花
の
方
が
、
季
節

を
探
知
し
て
自
分
で
芽
を
出

し
て
く
れ
ま
す
。
毎
年
『
あ

り
が
と
う
！
』。

会
議
中
目
蓋
が
落
ち
る
春
の
風　
　
　
　
　
　
　
　

多
摩
区　

鈴
木
孝
法
73

ト
ラ
ン
プ
を
選
ん
だ
民
と
話
し
た
い　
　
　
　
　
　

麻
生
区　

脇
治
以

手
の
ひ
ら
で
妻
に
操
ら
れ
半
世
紀　
　
　
　
　
　
　

幸　

区　

平
間
和
夫
75

米
高
騰
で
朝
パ
ン
昼
ソ
バ
夜
ウ
ド
ン　
　
　
　
　
　

中
原
区　

菊
地
結
貴
子

直
ぐ
止
め
て
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
バ
バ
引
く
ぞ　
　
　

高
津
区　

小
倉
宏
93

ト
ラ
ン
プ
に
か
け
て
や
り
た
い
遺
憾
税　
　
　
　
　

宮
前
区　

佐
藤
實
88

ス
テ
ル
ス
で
便
乗
値
上
げ
サ
ギ
マ
ガ
イ　
　
　
　
　

宮
前
区　

髙
山
富
恵
72

コ
メ
高
値「
お
む
す
び
」や
め
て「
あ
ん
ぱ
ん
」に　
　

川
崎
区　

小
林
郁
夫
71

米
高
値
時
給
十
円
米
農
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

草
野
み
つ
子

相
撲
取
り
白
メ
シ
白
ボ
シ
減
ら
せ
な
い　
　
　
　
　

川
崎
区　

石
井
め
ぐ
み

平
野
庸
子

（
川
崎
区
）

牧
岡
英
夫

（
川
崎
区
）

杉
山
基
樹

（
川
崎
区
）

伊
部
利
枝

（
幸　

区
）

藤
原
晋
一

（
幸　

区
）

石
橋
敦
美

（
中
原
区
）

吉
田
美
砂
子
（
高
津
区
）

福
川
と
も
子
（
高
津
区
）

尾
田
忍

（
宮
前
区
）

池
田
和
美

（
多
摩
区
）

杉
村
智
香
子
（
多
摩
区
）

野
口
幸
子

（
麻
生
区
）

〈
敬
省
略
〉

　

４
月
号
の
答
は
「
ジ
ン
チ

ョ
ウ
ゲ
」
で
し
た
。
応
募
者

は
２
６
７
人
（
正
解
は
２
５

９
人
）。
内
訳
は
川
崎
区
１

４
５
人
・
幸
区
22
人
・
中
原

区
13
人
・
高
津
区
20
人
・
宮

前
区
10
人
・
多
摩
25
人
・
麻

生
区
19
人
・
市
外
５
人
で
す
。

編
集
委
員
会
で
抽
選
の
結

果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ
ー

ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

村
田
み
ど
り
（
川
崎
区
）

　

山
本
か
ほ
る
（
川
崎
区
）

　

竹
内
栄
子

（
川
崎
区
）

　

高
橋
佳
子

（
川
崎
区
）

　

今
井
征
司

（
川
崎
区
）

　

川
越
怜
子

（
川
崎
区
）

　

市
川
瑞
絵

（
川
崎
区
）

　

脇
本
敏
江

（
川
崎
区
）

346回

答え「ジンチョウゲ」

応募用ＱＲコード

パ
ズ
ル
と
川
柳
の
応
募
は

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し
け

れ
ば
年
齢
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。
本
誌
へ
の

感
想
や
近
況
も
記
入
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な

お
、川
柳
は
ひ
と
り
、一
句
、

既
に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続

10
回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に

も
贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り

は
６
月
25
日
、
発
表
は
８
月

号
紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

３
階

　

川
崎
医
療
生
協
本
部

編
集
委
員
会

お
詫
び

　

３
月
号
パ
ズ
ル
の
当
選
者
の
住
所
が

誤
っ
て
す
べ
て
「
川
崎
区
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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私
は
日
本
が
戦
争
の
真
っ
只

中
に
育
っ
た
が
、
と
に
か
く
食

料
や
物
資
の
不
足
に
苦
し
み
ま

し
た
。
米
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

食
べ
物
は
入
手
で
き
ず
、
麦
飯

で
も
食
べ
ら
れ
れ
ば「
御
の
字
」

で
し
た
。
米
櫃
の
底
が
常
に
見

え
て
い
た
の
が
悲
し
い
思
い
出

で
す
。

　

野
菜
も
不
足
し
て
い
て
、
近

く
の
土
手
で
食
べ
ら
れ
そ
う
な

草
を
む
し
っ
て
き
て
、
み
そ
汁

の
具
に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
家
で
は
鶏
を
飼
い
、
卵
が

貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
で
し
た
。

た
ま
に
父
が
鶏
を
捌
い
て
家
族

に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
、
そ
の
日

の
夕
食
の
食
卓
は
豪
華
に
見
え

ま
し
た
。

　

学
校
で
は
弁
当
を
持
っ
て
来

伝えたい思い ５月、恒例５月、恒例のの
「「平和行進平和行進」」ががスタートスタート宮前支部　佐藤 實（88歳）

Ｂ29の襲来に震える

私の戦争体験123

は
無
力
で
戦
争
が
い
か
に
非

人
道
的
で
破
壊
的
な
も
の
か

子
ど
も
心
に
も
理
解
で
き
ま

し
た
。

　

戦
争
は
只
命
を
奪
う
の
み

な
ら
ず
精
神
的
な
傷
を
残
し

ま
す
。
多
く
の
人
々
が
戦
争

で
家
族
を
失
い
、家
を
失
い
、

希
望
を
失
い
ま
し
た
。
平
和

が
戻
っ
て
も
そ
の
傷
は
簡
単

に
は
癒
え
ま
せ
ん
。
二
度
と

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は

な
ら
ぬ
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

現
在
も
世
界
各
地
で
戦
争

が
続
い
て
い
る
中
で
、
我
々

の
経
験
を
通
じ
戦
争
の
無
意

味
さ
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、

今
を
生
き
る
私
達
の
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
れ
な
い
生
徒
が
大
勢
い
ま
し

た
が
、
当
時
は
同
情
す
る
余
裕

さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

ん
な
私
た
ち
に
、
お
寺
に
集
団

疎
開
し
て
い
た
生
徒
た
ち
は
、

　

被
爆
80
年
の
今
年
、
５
月
に

恒
例
の
神
奈
川
県
平
和
行
進
が

行
わ
れ
、川
崎
市
内
の
行
進
は
、

３
日
間
で
３
０
０
人
を
超
え
る

人
が
参
加
し
ま
し
た
。「
平
和

行
進
」
は
１
９
５
８
年
に
始
ま

り
、
全
国
の
各
地
域
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
が
開
催
さ
れ
る
広
島
に
向

け
て
行
進
を
し
な
が
ら
、
核
兵

器
廃
絶
や
平
和
の
大
切
さ
を
訴

え
ま
す
。

　

誰
で
も
・
い
つ
で
も
・
ど
こ

か
ら
で
も
参
加
で
き
る
行
進

で
、
沿
道
の
市
民
に
平
和
を
よ

び
か
け
な
が
ら
８
月
４
日
に
は

広
島
市
に
到
着
し
ま
す
。
神
奈

川
県
の
ス
タ
ー
ト
は
５
月
７
日
。

　

川
崎
区
の
大
師
公
園
を
出
発

し
、
午
後
に
は
東
京
か
ら
の
引

継
ぎ
式
を
行
い
、
８
日
は
稲
毛

神
社
（
川
崎
区
）
〜
小
杉
コ
ア

パ
ー
ク
（
中
原
区
）
ま
で
、
９

日
は
高
津
区
役
所
〜
麻
生
区
役

所
ま
で
と
、
宮
前
区
役
所
〜
宮

崎
台
駅
ま
で
の
２
つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、
川
崎
市
を
南
か

ら
北
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

川
崎
市
内
の
３
日
間
を
川
崎

市
平
和
委
員
で
も
あ
る
、
川
崎

医
療
生
協
の
の
伊
藤
貴
美
子
理

事
が
３
日
間
通
し
て
行
進
し
、

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
は
３

日
間
、
救
護
車
を
走
ら
せ
ま
し

た
。

　

初
日
の
５
月
７
日
は
、
約
１

２
０
人
が
大
師
診
療
所
近
く
の

大
師
公
園
か
ら
協
同
ふ
じ
さ
き

ク
リ
ニ
ッ
ク
前
を
通
り
、
川
崎

医
療
生
協
本
部
の
あ
る
か
り
ん

ビ
ル
で
休
憩
、
川
崎
協
同
病
院

の
前
を
通
り
、
新
川
橋
通
り
を

進
み
、
川
崎
駅
前
の
銀
柳
街
を

抜
け
、
稲
毛
神
社
ま
で
歩
き
ま

し
た
。

　

５
月
３
日
は
憲
法
の
日
。
各

地
で
集
会
が
行
わ
れ
、
川
崎
医

療
生
協
の
職
員
と
組
合
員
は
、

近
隣
３
ヵ
所
の
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

東
京
都
江
東
区
に
あ
る
有
明

防
災
公
園
行
わ
れ
た
「
２
０
２

５
憲
法
第
集
会
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）」
に
は
、
３
万
８
０

０
０
人
が
参
加
し
、
川
崎
医
療

生
協
の
組
合
員
と
職
員
は
あ
わ

せ
て
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
中

央
大
学
名
誉
教
授
の
植
野
妙
実

子
さ
ん
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

や
、
日
本
国
憲
法
は
平
和
を
前

提
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
な
ど

を
講
演
し
ま
し
た
。
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協

議
会
代
表
委
員
の

田
中
熙
巳
さ
ん

は
、「
世
界
に
は

核
兵
器
が
１
万
２

０
０
０
発
あ
り
、

戦
争
で
核
兵
器
を

使
う
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
戦
争
を
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
私
た
ち
は
年
を
取
っ

た
、
私
た
ち
の
思
い
を
若
い
人

た
ち
に
託
し
て
、
平
和
活
動
を

し
て
欲
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

元
経
済
産
業
省
官
僚
で
政
治

経
済
評
論
家
の
古
賀
茂
明
さ
ん

は
、「
ア
メ
リ
カ
に
原
爆
を
落

と
さ
れ
た
の
に
、
日
本
は
ア
メ

リ
カ
を
す
ば
ら
し
い
国
だ
と
思

わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

川崎医療生協本部前でお出迎え

これから行進する人たち、宮前区役所前で

５
月
３
日
は

各
地
で
集
会
が
開
催
、
川
崎
医
療
生
協
も
参
加
！

い
つ
も
「
な
ん
か
無
い
？
」
と

食
べ
物
を
求
め
て
き
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
も
警
戒
警
報
で

中
止
さ
れ
、
校
庭
は
芋
畑
に
変

わ
り
、
遊
び
や
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
茨
城
県
北
部

の
田
舎
町
で
疎
開
生
活
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
田
舎
に

さ
え
Ｂ
29
が
襲
来
し
て
き
ま
し

た
。
防
空
壕
へ
逃
げ
込
む
時
間

が
な
く
、
母
や
弟
妹
た
ち
と
押

し
入
れ
に
隠
れ
、
震
え
な
が
ら

警
戒
警
報
が
解
除
さ
れ
る
の
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｂ
29
が
去
っ
た
後
に
外
へ
出

て
み
る
と
、
家
の
前
の
道
路
に

機
銃
掃
射
の
痕
跡
が
あ
る
の
を

発
見
し
て
、
恐
怖
が
増
し
て
き

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
の

「
バ
リ
バ
リ
！
」
と
い
う
銃
撃

音
は
80
年
経
っ
て
も
耳
か
ら
離

れ
ま
せ
ん
。そ
の
恐
怖
・
緊
張
・

絶
望
感
は
今
も
心
の
中
に
残
っ

た
ま
ま
で
す
。
あ
の
瞬
間
私
達

憲
法

け
ん
ぽ
う

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

川崎区の協同ふじさき川崎区の協同ふじさき
クリニック前を行進クリニック前を行進

人
は
ア
メ
リ

カ
を
遠
ざ
け

る
と
中
国
が

怖
い
と
思
っ

て
い
る
が
、

中
国
は
日
本

と
戦
争
を
し

た
い
と
は
思

っ
て
い
な

い
」
と
発
言

し
ま
し
た
。

　

横
浜
市
港

南
区
の
港
南

公
会
堂
で
行

わ
れ
た
「
憲

法
改
悪
を
許

さ
な
い
！　

軍
備
増
強
・

大
増
税
を
や
め
さ
せ
よ
う
５
・

３
県
民
の
つ
ど
い
（
同
実
行
委

員
会
主
催
）」に
は
、４
０
０
人

ほ
ど
が
集
ま
り
、
川
崎
医
療
生

協
か
ら
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
大
阪
女
学
院
大
学

教
授
の
高
橋
宗
瑠
さ
ん
が
パ
レ

ス
チ
ナ
の
問
題
に
つ
い
て
講

演
、
日
本
は
国
際
法
に
準
拠
し

た
対
応
を
と
る
べ
き
で
、
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
事
企
業
と
と
つ
な
が

っ
て
い
る
日
本
企
業
へ
の
抗
議

の
姿
勢
を
示
す
べ
き
と
参
加
者

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

川
崎
市
多
摩
区
の
登
戸
第
１

公
園
で
は
「
第
18
回　

憲
法
ま

つ
り
＆
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
多
摩

（
第
18
回
多
摩
憲
法
ま
つ
り
実

行
委
員
会
主
催
）」
が
開
催
さ

れ
、
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
川
崎
医
療
生
協
は
会
場
の

ス
タ
ッ
フ
や
、
組
合
員
が
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
ブ
ー
ス
を
つ
く
っ

て
、
参
加
者
の
血
圧
や
握
力
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
集

会
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
「
未
来
は

変
え
ら
れ
る
！　

戦
争
で
は
な

く
平
和
な
暮
ら
し
を
！
」
と
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

川崎医療生協が健康チェック


